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Trypcase Soy Agar (TSA-T) 
トリプケースソイ寒天培地

使用目的 

トリプケースソイ寒天培地は、特殊な成長要求事項を有
しない微生物の成長を促すための培地です(1)。 
本培地は、ヨーロッパ薬局方の B 寒天培地に合致した培
地であり(4)、さらに米国薬局方も遵守しております(5)。 

原理 

多くの微生物の成長を促進するペプトン混合物を含んで
います。 
 

キットの構成 
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組成 

理論値 
本培地は、要求される性能基準に従い、調整/補足することが可能です。 
 
カゼイン ペプトン（ウシ） .................................................................. 15ｇ 
大豆ペプトン ............................................................................................... 5ｇ 
塩化ナトリウム ........................................................................................... 5ｇ 
寒天 ............................................................................................................ 15ｇ 
精製水 ............................................................................................................. 1L 

pH 7.3 

 

必要な機器 

• 気圧調整器 
• ジャー 
• 微生物インキュベーター  又は 
• 気圧調整可能な温度管理チャンバー 

使用上の注意 

• in vitro 試験のみにおいて使用してください。 
• 熟練者が使用してください。 
• 本キットは、動物由来の原料を含んでいます。動物の起
源及び/或いは衛生に関する証明書は、伝染性の病原菌
が全くないことを保証するものではありません。よって、
感染の可能性があるものとして通常の安全に留意をして
これらを取り扱うことが推奨されます（体内に取り込ん
だり、吸い込んだりしないでください）。 

• 全ての検体、微生物培地、そして検体を接種した伝染性
であるものとして適切にお取り扱いください。試験に用
いる細菌グループの無菌操作と通常操作の留意事項は以
下のガイドラインに基づきお取り扱いください。安全ガ
イ ド ラ イ ン ： ”CLSI/NCCLS M29-A, Protection of 
Laboratory Workers From Occupationally Acquired 
Infections; Approved Guideline–Current Revision”. 操作留意
事 項 ： Biosafety in Microbiological and Biomedical 
Laboratories–CDC/NIH–Latest edition、または各国の規制
ガイドラインに従ってください。 

• 培養培地は、製造原料や構成品として使用しないでくだ
さい。 

• 有効期限切れの試薬は使用しないでください。 
• 汚染の可能性がある試験管は使用しないでください。 
• 使用前に、試験管のキャップが適正な場所にあるかを確
認してください。 

• 本添付文書で提示した性能データは、同書に記載された
方法を用いて得られたものです。検査方法の変更または
一部改変により、結果に影響を及ぼす可能性があります。 

• 検査結果は、患者の病歴、検体、コロニーおよび顕微鏡
形態、および、必要であれば、他の検査結果を考慮に入
れて判定してください。 

保管方法 

• 培地は、2°C～25°C 下で有効期限まで保管可能です。 
 

検体 

本培地は、微生物株を培養するために使用します。 

使用法 

1. 菌を接種した試験管を培養します。 
2. 適した気圧に試験管を置きます。必要に応じて、気圧

調整器を用います。 
3. 37℃で培養します。現在の標準に従い、意図した使用

に適した温度を選択します。 
培養時間は、微生物の種類により異なります。通常、
通常、24-48 時間培養します。しかし、必要に応じて
培養時間を延長してください。 

判定 

• 培養後に、発育を観察します。 

品質管理 

プロトコール： 
培地の栄養能力は、次の菌株を用いて試験します： 
Staphylococcus aureus  ATCC® 6538 
 
結果の範囲： 
試験菌株は、33-37℃、24 時間培養においては、発育が認
められます。 

注意：  
品質管理は、培地の用途を考慮し、適切な規制（頻度、
菌株数、培養温度等）に従って実施されることをお勧め
します。 

検査の限界 

• 発育性は、各微生物の栄養要求性によって異なります。
ある種の菌株は特殊な栄養要求性を必要とするため、発
育しない可能性もあります。 

性能 

16 種類の細菌：7 種類のグラム陰性菌（腸内細菌および
その他グラム陰性菌）、9 種類のグラム陽性菌および 1 種
類の酵母様真菌（Candida）を用いて、37℃で評価されま
した。 
栄養能力： 

全ての試験された菌株は、24 時間以内に発育可能です。 

廃棄処理 

未使用の試薬は、有害化学物質廃棄物の処理手順に従っ
て処分してください。 
使用済み試薬および他の汚染廃棄物は全て、感染性もし
くは感染の危険のある製品の取扱い方法に従って行って
ください。起こりうる危険を適切に考慮の上、各検査室
の責任の元、廃棄産物や流出物はそれぞれの危害毒性や
度合いを考慮し、地域の適切な規制に従って廃棄してく
ださい。 
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記号 

記号 内容 

 品番 

 
製造元 

 

 
保管温度 

 
使用期限 

 ロット番号 

 
添付文書を参照 

 

<n>回分の試験を含む 

 
 
（問い合わせ先） 
製品関連 
ビオメリュー・ジャパン株式会社 
臨床（病院、臨床検査センターなど） TEL: 0120-265-034 
産業（企業、保健所など） TEL: 0120-022-328 
 
注文・納期・在庫関連 
ビオメリュー・ジャパン株式会社 
TEL: 03-6834-2666（代表） 
 
*本添付文書は、下記 Web サイトからダウンロードできます。 

 http://www.biomerieux-jp.net/ 
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